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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力変換器内で使用する制御回路であって、
　制御回路に結合されることになる電力スイッチの切換を制御するための駆動信号を発生
させて、電力変換器の出力に結合されることになる１つ以上の負荷のエネルギ要件に応答
して電力変換器の出力へのエネルギの流れを調整するように結合される駆動信号発生器と
、
　１つ以上の負荷のエネルギ要件が閾値を下回ると、駆動信号発生器を休止状態にするこ
とによって、駆動信号発生器による電力変換器の出力へのエネルギの流れの調整を中止す
るように結合される、調整されない休止モード制御回路とを備え、
　駆動信号発生器は、休止状態の間は１つ以上の負荷のエネルギ要件の変化に応答しない
ように結合され、
　調整されない休止モード制御回路は、ある期間の経過後に駆動信号発生器をパワーアッ
プするように結合され、
　駆動信号発生器は、ある期間の経過後に１つ以上の負荷のエネルギ要件の変化に再び応
答するように結合される、制御回路。
【請求項２】
　１つ以上の負荷のエネルギ要件は、制御回路によって受信されるように結合されるフィ
ードバック信号に応答して判定される、請求項１に記載の制御回路。
【請求項３】
　１つ以上の負荷のエネルギ要件は、制御回路によって受信されるように結合されるフィ
ードバック信号の大きさに応答して判定される、請求項２に記載の制御回路。
【請求項４】
　１つ以上の負荷のエネルギ要件は、駆動信号のスイッチング周波数に応答して判定され
る、請求項１に記載の制御回路。
【請求項５】
　電力変換器はフライバック変換器である、請求項１に記載の制御回路。
【請求項６】
　ある期間は、制御回路に結合されることになるコンデンサによって決定される、請求項
１に記載の制御回路。
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【請求項７】
　制御回路に結合されることになるコンデンサは、制御回路用の外部バイパスコンデンサ
を含む、請求項６に記載の制御回路。
【請求項８】
　調整されない休止モード制御回路に応答してコンデンサを充電するように結合されるこ
とになるレギュレータ回路をさらに備え、
　レギュレータ回路は、１つ以上の負荷のエネルギ要件が閾値を下回るとコンデンサを充
電しないように、およびある期間の経過後にコンデンサを再び充電するように結合される
、請求項６に記載の制御回路。
【請求項９】
　電力スイッチは、エネルギ移送素子を通る電力変換器の出力へのエネルギの流れを調整
するように結合され、
　エネルギ移送素子は絶縁出力巻線を含み、
　１つ以上の負荷の１つが絶縁出力巻線に結合される、請求項１に記載の制御回路。
【請求項１０】
　１つ以上の負荷の前記１つは、電力変換器の出力端子に結合される予負荷インピーダン
スおよび負荷を含む、請求項９に記載の制御回路。
【請求項１１】
　電力スイッチは、エネルギ移送素子を通る電力変換器の出力へのエネルギの流れを調整
するように結合され、
　エネルギ移送素子は非絶縁検知巻線を含み、
　１つ以上の負荷の１つが非絶縁検知巻線に結合される、請求項１に記載の制御回路。
【請求項１２】
　電力スイッチは、エネルギ移送素子を通る電力変換器の出力へのエネルギの流れを調整
するように結合され、
　エネルギ移送素子は非絶縁バイアス巻線を含み、
　１つ以上の負荷の１つが非絶縁バイアス巻線に結合される、請求項１に記載の制御回路
。
【請求項１３】
　電力スイッチは、エネルギ移送素子を通る電力変換器の出力へのエネルギの流れを調整
するように結合され、
　エネルギ移送素子は、絶縁出力巻線および非絶縁バイアス巻線を含み、
　１つ以上の負荷の１つが絶縁出力巻線に結合され、１つ以上の負荷の他の１つが非絶縁
バイアス巻線に結合される、請求項１に記載の制御回路。
【請求項１４】
　電力スイッチは、エネルギ移送素子を通る電力変換器の出力へのエネルギの流れを調整
するように結合され、
　エネルギ移送素子は非絶縁出力巻線を含み、
　１つ以上の負荷の１つは、非絶縁出力巻線に結合される、組合された検知およびバイア
ス負荷を含む、請求項１に記載の制御回路。
【請求項１５】
　電力スイッチは、エネルギ移送素子を通る電力変換器の出力へのエネルギの流れを調整
するように結合され、
　エネルギ移送素子は、絶縁出力巻線および非絶縁出力巻線を含み、
　１つ以上の負荷の１つは、絶縁出力巻線に結合され、負荷の他の１つは、非絶縁出力巻
線に結合される、組合された検知およびバイアス負荷を含む、請求項１に記載の制御回路
。
【請求項１６】
　電力変換器の出力を制御するための方法であって、
　１つ以上の負荷のエネルギ要件に応答して、電力変換器の出力に結合される１つ以上の
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負荷へのエネルギの流れを調整するための駆動信号を発生させるステップと、
　１つ以上の負荷のエネルギ要件が閾値を下回ると、ある期間にわたって１つ以上の負荷
へのエネルギの流れの調整を中止するステップと、
　ある期間中は１つ以上の負荷のエネルギ要件に応答しないステップと、
　ある期間の経過後に、１つ以上の負荷へのエネルギの流れの調整を再開するステップと
を備える、方法。
【請求項１７】
　負荷の１つは、電力変換器の出力に結合される検知回路である、請求項１６に記載の方
法。
【請求項１８】
　負荷の１つは、電力変換器の出力の１つに結合される、組合された検知およびバイアス
回路である、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　負荷の１つは、電力変換器の出力端子に結合される負荷と組合される予負荷インピーダ
ンスである、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　ある期間にわたって１つ以上の負荷へのエネルギの流れの調整を中止するステップは、
組合された予負荷および負荷のエネルギ要件が閾値を下回るとエネルギの流れを中止する
ステップを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　１つ以上の負荷の１つは、電力変換器の出力端子に結合される、請求項１６に記載の方
法。
【請求項２２】
　ある期間にわたって１つ以上の負荷へのエネルギの流れの調整を中止するステップは、
電力変換器の出力端子に結合される１つ以上の負荷のうち１つのエネルギ要件が閾値を下
回るとエネルギの流れを中止するステップを含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　電力変換器内で使用する制御回路であって、
　電力変換器の出力に結合されることになる１つ以上の負荷のエネルギ要件を検出するよ
うに結合されるフィードバック回路と、
　制御回路に結合されることになる電力スイッチの切換を制御するための駆動信号を発生
させて、フィードバック回路に応答して電力変換器の出力へのエネルギの流れを調整する
ように結合される駆動信号発生器と、
　１つ以上の負荷のエネルギ要件が閾値を下回ったことをフィードバック回路が示すのに
応答して、ある期間を決定するように結合されるタイマと、
　タイマに結合され、ある期間にわたってフィードバック回路および駆動信号発生器を休
止状態にすることによって電力変換器の出力へのエネルギの流れの調整を中止するように
結合される、調整されない休止モード制御回路とを備え、
　調整されない休止モード制御回路はさらに、ある期間の経過後にフィードバック回路お
よび駆動信号発生器をパワーアップするように結合される、制御回路。
【請求項２４】
　駆動信号発生器およびフィードバック回路は、休止状態の間は１つ以上の負荷のエネル
ギ要件の変化に応答しないように、およびある期間の経過後に１つ以上の負荷のエネルギ
要件の変化に再び応答するように結合される、請求項２３に記載の制御回路。
【請求項２５】
　調整されない休止モード制御回路は、タイマおよびラッチに結合される比較器を含む、
請求項２３に記載の制御回路。
【請求項２６】
　調整されない休止モード制御回路は、発振器およびフィードバック回路に結合される、
１つ以上の負荷のエネルギ要件が閾値を下回ったことをフィードバック回路が示すときを
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判定するカウンタを含む、請求項２３に記載の制御回路。
【請求項２７】
　タイマは、制御回路に結合される外部バイパスコンデンサを含む、請求項２３に記載の
制御回路。
【請求項２８】
　電力変換器内で使用する制御回路であって、
　電力変換器の出力に結合されることになる１つ以上の負荷のエネルギ要件を検出するよ
うに結合されるフィードバック回路と、
　制御回路に結合されることになる電力スイッチの切換を制御するための駆動信号を発生
させて、フィードバック回路に応答して電力変換器の出力へのエネルギの流れを調整する
ように結合される駆動信号発生器と、
　コンデンサを充電するように結合されることになるレギュレータ回路とを備え、
　コンデンサはある期間を決定するためのものであり、
　レギュレータ回路は、１つ以上の負荷のエネルギ要件が閾値を下回ったことをフィード
バック回路が示すのに応答してコンデンサを充電しないように、およびある期間の経過後
にコンデンサを再び充電するように結合され、前記制御回路はさらに、
　ある期間にわたってフィードバック回路、レギュレータ回路および駆動信号発生器を休
止状態にすることによって電力変換器の出力へのエネルギの流れの調整を中止するように
結合される、調整されない休止モード制御回路を備え、
　調整されない休止モード制御回路はさらに、ある期間の経過後にフィードバック回路、
レギュレータおよび駆動信号発生器をパワーアップするように結合される、制御回路。
【請求項２９】
　調整されない休止モード制御回路は、コンデンサおよびラッチに結合される比較器を含
む、請求項２８に記載の制御回路。
【請求項３０】
　調整されない休止モード制御回路は、発振器およびフィードバック回路に結合される、
１つ以上の負荷のエネルギ要件が閾値を下回ったことをフィードバック回路が示すときを
判定するカウンタを含む、請求項２８に記載の制御回路。
【請求項３１】
　駆動信号発生器、レギュレータ回路およびフィードバック回路は、休止状態の間は１つ
以上の負荷のエネルギ要件の変化に応答しないように、およびある期間の経過後に１つ以
上の負荷のエネルギ要件の変化に再び応答するように結合される、請求項２８に記載の制
御回路。
【請求項３２】
　コンデンサは、制御回路に結合されることになる外部バイパスコンデンサを含む、請求
項２８に記載の制御回路。
【請求項３３】
　駆動信号は駆動信号発生器を用いて発生され、
　エネルギの流れの調整は、駆動信号発生器を休止状態にすることによって中止され、
　エネルギの流れの調整は、駆動信号発生器をパワーアップすることによって再開される
、請求項１６に記載の方法。
【請求項３４】
　電力変換器内で使用する制御回路であって、
　制御回路に結合される電力スイッチの切換を制御するための駆動信号を発生させて、電
力変換器の出力に結合される１つ以上の負荷のエネルギ要件に応答して電力変換器の出力
へのエネルギの流れを調整するように結合される駆動信号発生器と、
　コンデンサを充電するように結合されるレギュレータ回路とを備え、
　コンデンサはある期間を決定するためのものであり、
　レギュレータ回路は、電力変換器の出力に結合される１つ以上の負荷のエネルギ要件が
閾値を下回るとコンデンサを充電しないように結合され、
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　レギュレータは、ある期間の経過後にコンデンサを再び充電するように結合され、前記
制御回路はさらに、
　ある期間にわたって駆動信号発生器およびレギュレータ回路を休止状態にすることによ
って電力変換器の出力へのエネルギの流れの調整を中止するように結合される、調整され
ない休止モード制御回路を備え、
　調整されない休止モード制御回路はさらに、ある期間の経過後に駆動信号発生器および
レギュレータをパワーアップするように結合される、制御回路。
【請求項３５】
　電力変換器の出力に結合される１つ以上の負荷のエネルギ要件を検出するように結合さ
れるフィードバック回路をさらに備え、
　調整されない休止モード制御回路はさらに、ある期間にわたってフィードバック回路を
休止状態にするように結合され、
　調整されない休止モード制御回路はさらに、ある期間の経過後にフィードバック回路を
パワーアップするように結合される、請求項３４に記載の制御回路。
【請求項３６】
　調整されない休止モード制御回路は、コンデンサおよびラッチに結合される比較器を含
む、請求項３４に記載の制御回路。
【請求項３７】
　調整されない休止モード制御回路は、発振器に結合される、電力変換器の出力に結合さ
れる１つ以上の負荷のエネルギ要件が閾値を下回ったときを判定するカウンタを含む、請
求項３４に記載の制御回路。
【請求項３８】
　駆動信号発生器およびレギュレータ回路は、休止状態の間は電力変換器の出力に結合さ
れる１つ以上の負荷のエネルギ要件の変化に応答しないように、およびある期間の経過後
に電力変換器の出力に結合される１つ以上の負荷のエネルギ要件の変化に再び応答するよ
うに結合される、請求項３４に記載の制御回路。
【請求項３９】
　コンデンサは、制御回路に結合されることになる外部バイパスコンデンサを含む、請求
項３４に記載の制御回路。
【請求項４０】
　電力変換器内で使用する制御回路であって、
　制御回路に結合される電力スイッチの切換を制御するための駆動信号を発生させて、電
力変換器に結合される１つ以上の負荷のエネルギ要件に応答して電力変換器の出力へのエ
ネルギの流れを調整するように結合される駆動信号発生器と、
　電力変換器の出力に結合される１つ以上の負荷のエネルギ要件が閾値を下回ったことに
応答して、ある期間を決定するように結合されるタイマと、
　タイマに結合され、ある期間にわたって駆動信号発生器を休止状態にすることによって
電力変換器の出力へのエネルギの流れの調整を中止するように結合される、調整されない
休止モード制御回路とを備え、
　調整されない休止モード制御回路はさらに、ある期間の経過後に駆動信号発生器をパワ
ーアップするように結合される、制御回路。
【請求項４１】
　電力変換器の出力に結合される１つ以上の負荷のエネルギ要件を検出するように結合さ
れるフィードバック回路をさらに備え、
　調整されない休止モード制御回路はさらに、ある期間にわたってフィードバック回路を
休止状態にするように結合され、
　調整されない休止モード制御回路はさらに、ある期間の経過後にフィードバック回路を
パワーアップするように結合される、請求項４０に記載の制御回路。
【請求項４２】
　駆動信号発生器は、休止状態の間は電力変換器の出力に結合される１つ以上の負荷のエ
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ネルギ要件の変化に応答しないように、およびある期間の経過後に電力変換器の出力に結
合される１つ以上の負荷のエネルギ要件の変化に再び応答するように結合される、請求項
４０に記載の制御回路。
【請求項４３】
　調整されない休止モード制御回路は、タイマおよびラッチに結合される比較器を含む、
請求項４０に記載の制御回路。
【請求項４４】
　調整されない休止モード制御回路は、発振器に結合される、電力変換器の出力に結合さ
れる１つ以上の負荷のエネルギ要件が閾値を下回ったときを判定するカウンタを含む、請
求項４０に記載の制御回路。
【請求項４５】
　タイマは、制御回路に結合される外部バイパスコンデンサを含む、請求項４０に記載の
制御回路。
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